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Summary 

To assess the distribution pattern of bark-stripping damage by deer on plantation forests in Osaka prefecture, the 
rates of bark-stripping damage were surveyed in sugi cedar and hinoki cypress plantation forests, and the distribution 
pattern of bark-stripping damage was estimated using the inverse distance weighting method. The damage rate in 
sugi cedar forest was lower than that in hinoki cypress forest, suggesting the susceptibility of hinoki cypress to deer 
feeding. Although bark-stripping damage in hinoki cypress forest showed the regional difference, distribution pattern 
of that damage did not coincide with distribution pattern of shrub-layer decline rank in the deciduous broad-leaved 
forests. It is therefore important to analyze the relationship among bark-stripping damage, deer population density, 
and several environmental factors. 
 
 
Ⅰ．はじめに 
 
近年，ニホンジカ（Cervus nippon，以下「シカ」）の

個体数増加にともなう森林植生への影響が全国的に大き

な課題となっている1, 2, 3)．シカによる森林植生への影響は

下層植生の改変4)や剥皮による成木の枯死5)といった直接

的な影響のほか，多様な分類群の動物の生息6)や土壌保有

機能7)など森林生態系の様々な側面にも間接的に波及す

るため8)，被害対策を進めていくことが非常に重要である．

シカによる被害対策は，都道府県知事が鳥獣保護法に基

づき策定する「特定鳥獣保護管理計画」に沿って全国各

地で進められている．計画が目指す科学的管理のために

は，シカ個体群や被害の状況をモニタリングしながら，

モニタリング結果に応じて対策や計画をたえず点検・修

正していくことが必要である3)．しかしながら，シカによ

る森林植生への影響を都道府県スケールでモニタリング

することは，労力的，予算的に難しく，簡易なモニタリ

ング手法の開発が必要とされてきた． 

シカによる森林植生被害は，自然林における自然植生

への影響と，人工林におけるスギ（Cryptomeria japonica）
やヒノキ（Chamaecyparis obtuse）などの植栽木への影響

に大別できる．このうち自然植生への影響については，

低木層の植被率を用いた下層植生衰退度の簡易な評価手

法が提案され9)，関西地方の府県を中心に本手法を用いた

広域モニタリングが実施され始めている10)．大阪府にお

いても平成25年度に本手法を用いて，北摂地域における

下層植生衰退度の広域分布状況を明らかにしたところで

ある11)．一方で，人工林における植栽木へのシカの影響

の広域モニタリングは，数例12, 13)を除き十分に行われてい

るとは言いがたい．林業被害面積・金額は各都道府県に

よって毎年報告されているものの14)，林業被害として報

告されるのはシカが人工林に及ぼす影響の一部のみであ

るという指摘12)もあり，人工林への影響の実態を広域ス

ケールでモニタリングできる手法の導入が必要であろう． 
シカによる人工林の植栽木への影響は，植栽された苗

木の枝葉への「枝葉採食害」と，成長した植栽木を中心

とした樹皮への「剥皮被害」に大別される15)．近年新た

に植栽される人工林面積は全国的に減少傾向にあるため
14)，シカによる植栽木への影響は枝葉採食害よりも剥皮

被害が中心となっている15, 16)．枝葉採食害が植栽後の短期

間に発生し植栽木を枯死させやすい「目立つ被害」であ

るのに対し，剥皮被害は植栽木への影響が長期にわたっ

て累積する「沈黙の被害」であり15)，気づかないうちに

被害が拡大しやすい．人工林は日本の森林面積の約4割14)，
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大阪府においても森林面積の半分近くを占めており17)，

森林植生へのシカの影響を考える上で看過できない要素

である．また，人工林は元来木材生産が主要機能であっ

たものの，近年では木材生産以外にも森林としての多様

な機能を発揮させることが求められている18)．そのため，

人工林における植栽木へのシカの影響を広域的に把握す

ることは，林業被害対策という経済的な視点のみならず，

森林としての公益的機能の保持という視点からも重要で

あると言えよう． 

そこで本研究では，芝原ら13)によって提案された調査

手法を導入し，大阪府におけるシカによる人工林剥皮被

害状況を広域スケールで把握することを目的として調査

を行った．スギやヒノキの人工林においてシカによる剥

皮被害調査を行うとともに，被害度の空間分布図を作成

し，芝原ら13)による京都府での結果や，平成25年度に実

施した落葉広葉樹林の下層植生衰退度の分布状況11)と比

較した． 

 

Ⅱ．材料および方法 

 

１．野外植生調査 

調査は大阪府北摂地域（能勢町，豊能町，池田市，箕

面市，茨木市，高槻市，島本町）を対象に，平成26年6～

9月に行った．調査地域を均等にカバーできるようにスギ

林20ヶ所，ヒノキ林54ヶ所，計74ヶ所の調査林分を選定

し（第１図），各調査林分において植栽木への剥皮被害

調査を実施した．人工林では調査直前に間伐が実施され

た場合，剥皮被害木が選択的に伐採されて被害が過小評

価される恐れがある．また，下枝や下層植生などの餌資

源の存在により剥皮被害の発生が抑制されることが報告

されている19)．そのため，調査林分の選定にあたっては，

芝原ら13)に従い，1）切り株の腐朽状況から間伐実施から

少なくとも3年以上経過したと判断されること，2）林冠

が閉鎖していること，3）2m以下に造林木の枝（枯死木を

含む）が存在しないこと，の3点に留意した． 

各調査林分において，調査対象木を40本以上選定し，

根部から樹高約2mの範囲におけるシカによる剥皮被害の

有無をそれぞれ記録した．本研究では芝原ら13)に従い，

角こすりによる樹皮の損傷と樹皮採食のための樹皮剥皮

を区分し，後者を剥皮被害として記録した．シカによる

剥皮被害は，被害発生初期には林分内に一様に分布せず

集中分布を示すことが知られている20)．そのため調査対，

象木の選定にあたっては，芝原ら13)に従って，調査林分

内を調査員数名でくまなく踏査し，林分内の斜面上部か

ら斜面下部を含む広範囲をカバーできるよう留意した． 

 

第１図．大阪府北摂地域に選定した調査林分の 

位置図．○はスギ林，●はヒノキ林を示す． 

 

また，各調査林分内の位置情報は，GPS（Garmin社． 

GPSmap60CSx）を用いて各調査林分内の中央地点の位置座

標として測定した． 

 

2．データ解析 

調査後，各調査林分における剥皮被害割合を，調査本

数に占める剥皮被害木の本数として算出した．その後，

芝原ら13)に従って，各調査林分の剥皮被害程度を以下の5

段階に区分した． 

 

被害度0：剥皮被害のない林分 

被害度1：剥皮被害割合が0～25 %の林分 

被害度2：剥皮被害割合が25～50 %の林分 

被害度3：剥皮被害割合が50～75 %の林分 

被害度4：剥皮被害割合が75～100 %の林分 

 

人工林への剥皮被害状況の広域的な広がりを把握する

ために，スギ・ヒノキそれぞれの剥皮被害度の空間分布

図を作成した．北摂地域を3次メッシュを基準とした約1 

km2のメッシュ378個に区切り，各メッシュの値を各調査林

分の位置情報と剥皮被害度を用いてIDW（Inverse distance 

weighting，逆距離加重）法21)によって推定した．ここで，

スギ・ヒノキの剥皮被害度は，0から4の整数値にそれぞ

れ変換して解析に用いた．IDW法による空間補完には統計

解析ソフトR 2.15.222)とR用パッケージgstat23)を用いた． 

高槻市

茨木市箕面市
池田市

島本町

豊能町

0 5 10 km1

能勢町

 



11 
幸田他：ニホンジカによるスギ・ヒノキ人工林剥皮害の広域分布状況 

 

 

Ⅲ．結果および考察 

 

スギ林では合計880本のうち51本にシカによる剥皮被

害が認められ，全体での剥皮被害割合は約5.8 %であった．

ヒノキ林では合計2,374本のうち307本にシカによる剥皮

被害が認められ，全体での剥皮被害割合は約12.9 %であ

った．第１表に被害度別の調査地点数と構成割合を示す．

スギ林では「被害度1」以下の林分が全体の95%を占めて

おり，「被害度3」以上に区分される林分は認められなか

った．一方でヒノキ林では，「被害度1」以下の林分が全

体の85%とスギ林同様大半を占めていたものの，「被害度

3」以上の林分も数地点みられた． 

樹皮剥皮におけるシカの樹種選好性は，地域によって

異なることが知られている24)．スギとヒノキに関しては，

ヒノキを選好して剥皮するという報告25)や，ヒノキの方

が剥皮被害割合が高いとする報告26)が多いものの，ほぼ

同等の被害割合を示す報告16)や，スギ林の方が被害発生

が多いというアンケート結果の報告27)も散見される．本 

 

研究では，スギ林とヒノキ林の調査地点が異なることが

多いため単純には比較できないものの，概ねヒノキ林の

方が剥皮被害割合が高い結果となっていた．同じ手法に

よる京都府での調査結果13)でもヒノキへの選好性が示さ

れていることから，大阪府でも京都府同様，ヒノキの方

がスギよりも剥皮被害を受けやすい傾向にあるのではな

いかと予想される．一方で，京都府では「被害度0」のス

ギ林の割合が約72 %と大阪府での結果よりも高く，大阪

府と同様に「被害度3」以上の林分は認められていない13)．

そのため，大阪府ではスギへの剥皮被害が京都府よりも

やや発生しやすいのではないかと予想される．シカの樹

皮剥皮における樹種選択性には，樹皮の化学成分や物理

性，植生などの周辺環境要因が影響する可能性が議論さ

れているものの，未だ詳細な要因は明らかになっていな

い24)．今回調査を実施したスギ林は20林分に限られてい

ることから，今後はスギ林での被害拡大を注視しながら，

調査林分数を増やすことを念頭にモニタリングを続けて

いくことが必要であると考えられる． 

被害度 
スギ林   ヒノキ林 

調査地点数 構成割合（%）   調査地点数 構成割合（%） 

被害度0（剥皮被害なし） 6 30 
 

17 31 

被害度1（剥皮被害割合 0～25 %） 13 65 
 

29 54 

被害度2（剥皮被害割合 25～50 %） 1 5 
 

5 9 

被害度3（剥皮被害割合 50～75 %） 0 0 
 

2 4 

被害度4（剥皮被害割合 75～100 %） 0 0   1 2 

 
第２図．IDW 法による（a）スギ林と（b）ヒノキ林の剥皮被害度の空間補間図． 

(a) (b)

被害度０
　（剥皮被害なし）

被害度１
　（剥皮被害割合0～25 %）

被害度２
　（剥皮被害割合25～50 %）

被害度３
　（剥皮被害割合50～75 %）

被害度４
　（剥皮被害割合75～100 %）

第 1 表 スギ林とヒノキ林の被害度ごとの調査地点数と構成割合 
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IDW法による空間補間によって推定したスギ・ヒノキの

剥皮被害度の空間分布を，第２図にそれぞれ示す．スギ

剥皮被害度は池田・箕面市南部域でのみやや高かったも

のの，それ以外の地域は大半が「被害度1」，ところどこ

ろに「被害度0」の地域が分布するかたちとなっており，

被害地域の大きな偏りは確認できなかった．一方で，ヒ

ノキ剥皮被害度は能勢町から箕面市にかけての北摂地域

の中でも西側地域で被害が大きくなっており，東側の高

槻市や島本町では大部分が「被害度0」と，被害地域の明

確な偏りが見られた．京都府でのスギ・ヒノキの剥皮被

害度の空間補間結果を見ると，スギ林では府境界部に「被

害度0」及び「被害度1」のみが分布しており13)，ほぼ同

様の結果が得られている．また，ヒノキ林では能勢町に

接する部分で被害度が高く，高槻市や島本町に接する部

分で被害度が低くなっており13)，被害地域の偏りがよく

対応している．以上のことから，本研究による人工林剥

皮被害度の調査結果及び空間補間結果は，妥当なもので

あると考えられる． 

大阪府北摂地域の落葉広葉樹林における下層植生衰退

度の調査結果によると，能勢町や箕面市，高槻市の一部

などで下層植生衰退度が高くなっている11)．本研究での

スギ・ヒノキの剥皮被害度の分布結果と比較すると，ス

ギ林では被害地域に偏りが見られないという点で一致せ

ず，ヒノキ林では能勢町や箕面市で被害度が高いという

点では一致するものの，高槻市では被害度が低いという

点で一致しない．京都府でも，落葉広葉樹林の下層植生

衰退度と人工林での剥皮被害度の間には明確な関係が認

められておらず13)，大阪府でも同様の傾向にあると考え

られる．シカによる剥皮被害に対しては，シカ生息密度

や餌資源量に応じて発生するという報告28)がある一方で，

餌資源量と関係なく発生するという報告29)もあり，詳細

なメカニズムについては不明な点が多い24)．下層植生衰

退度に対しては，シカ生息密度のほか，傾斜や樹冠の高

さ，林分タイプなどが影響することが示されており30)，

人工林での剥皮被害の発生にも同様に様々な環境要因が

影響しているものと予想される．今後はシカ生息密度の

空間分布を明らかにするとともに，スギ林やヒノキ林で

の剥皮害発生状況とシカ生息密度や様々な環境要因との

関係について解析していくことが必要であろう． 

 

Ⅳ．摘要 

 

シカによる人工林被害状況を広域的に把握するために，

スギ・ヒノキ人工林において剥皮被害割合を調査し，IDW

法を用いて剥皮被害度の空間分布図を作成した．スギ林

での剥皮被害度は全体的に低く，大阪府ではスギよりも

ヒノキの方が剥皮被害を受けやすい傾向にあると予想さ

れた．スギ林の剥皮被害度には被害地域の偏りが見られ

なかったのに対し，ヒノキ林での剥皮被害度は北摂の西

側地域でのみ高く，被害地域の明確な偏りが見られた．

剥皮被害度の分布状況は落葉広葉樹林での下層植生衰退

度の分布状況と一致せず，剥皮被害の発生にはシカ生息

密度以外にも様々な環境要因が影響しているものと予想

された．今後は剥皮害発生状況とシカ生息密度や様々な

環境要因との関係について解析していくことが求められ

る． 
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